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古
く
て
新
し
い
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
木
 

s
エ
ス
ロ
ン
ネ
オ
ラ
ン
バ
ー
F
F
U

の
歴
史
 

積
水
化
学
工
業
株
式
会
社
 
左

近

潮

一

一

 

一
．
は
じ
め
に
 

本
稿
で
は
、
当
社
が
一
九
七
〇
年
代
 

に
開
発
し
、
公
園
用
部
材
の
ほ
か
、
さ
 

ま
ざ
ま
な
用
途
で
採
用
さ
れ
て
い
る
 

「
エ
ス
ロ
ン
ネ
オ
ラ
ン
バ
ー
F
F
U
 

（
以
下
、
F
F
U
）」 

の
歴
史
に
つ
い
て
、
 

簡
単
に
振
り
返
り
た
い
。
こ
れ
ま
で
の
 

道
の
り
は
決
し
て
平
坦
で
は
な
く
、
そ
 

の
舞
台
裏
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
失
敗
、
い
 

く
つ
か
の
偶
然
、
顧
客
の
導
き
を
経
て
、
 

約
半
世
紀
の
年
月
を
数
え
る
に
至
っ
て
 

い
る
。
テ
レ
ビ
の
有
名
な
ビ
ジ
ネ
ス
番
 

組
に
出
て
く
る
製
品
の
よ
う
な
派
手
さ
 

は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
我
々
の
試
 

行
錯
誤
が
、
読
者
各
位
の
関
心
を
少
し
 

で
も
引
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
 

る。 

二
．
構
造
材
を
目
指
す
 

F
F
U

の
開
発
チ
ー
ム
が
掲
げ
た
コ
 

ン
セ
プ
ト
は
、
「
木
の
よ
う
に
構
造
材
 

と
し
て
使
え
る
素
材
を
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
 

ク
で
作
ろ
う
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
 

木
は
人
間
に
と
っ
て
身
近
な
素
材
で
、
 

人
工
素
材
よ
り
比
較
的
安
価
で
あ
る
。
 

ま
た
、
軽
量
な
割
に
曲
げ
強
度
は
比
較
 

的
強
く
、
建
築
物
な
ど
の
構
造
材
に
太
 

古
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
る
。
開
発
チ
ー
 

ム
は
木
の
性
能
面
に
着
目
し
た
。
ス
チ
 

レ
ン
樹
脂
や
A
B
s
樹
脂
の
発
泡
体
で
、
 

木
の
よ
う
な
感
触
の
素
材
は
既
に
存
在
 

し
て
お
り
、
木
目
調
の
フ
ィ
ル
ム
を
貼
 

っ
て
見
た
目
を
木
に
見
せ
た
製
品
も
世
 

に
あ
ふ
れ
て
い
た
。
意
匠
材
と
し
て
こ
 

れ
ら
の
製
品
と
競
う
の
で
は
な
く
、
 

「
軽
く
て
強
い
」
と
い
う
木
の
物
性
を
 

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
で
実
現
す
る
こ
と
 

ガラス 

長繊維 

Fiber 

Urethane 

熱硬化性樹脂発泡体 

（硬質ウレタン樹脂〕 鳶‘がノ 

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
。
幾
年
か
の
苦
労
 

の
末
、
木
材
の
粗
密
構
造
を
参
考
に
、
 

ウ
レ
タ
ン
樹
脂
の
発
泡
体
と
ガ
ラ
ス
長
 

繊
維
で
構
成
さ
れ
た
F
F
U

(Fiber
ー 

reinf
o
rced 
F
8
日
の
ユ
d
rethane
) 

が
誕
生
し
た
。
 

三
．
用
途
開
拓
の
苦
悩
 

開
発
さ
れ
た
F
F
U

は
「
軽
く
て
強
 

い
」
と
い
う
木
材
の
特
長
と
「
腐
食
せ
 

ず
工
業
生
産
が
可
能
」
と
い
う
プ
ラ
ス
 

チ
ッ
ク
の
特
長
を
兼
ね
備
え
て
い
る
が
、
 

用
途
は
特
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
木
 

の
板
材
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
用
途
に
 

加
工
さ
れ
る
素
材
製
品
で
自
由
度
は
高
 

か
っ
た
が
、
売
り
先
が
定
ま
ら
ず
、
ま
 

と
ま
っ
た
需
要
を
獲
得
す
る
よ
う
に
な
 

る
ま
で
、
長
い
年
月
を
要
し
た
。
木
材
 

の
代
替
素
材
と
し
て
一
般
建
築
分
野
な
 

ど
に
も
ト
ラ
イ
し
た
が
、
耐
久
性
で
ア
 エスロンネオランバーFFU 

ド
バ
ン
テ
ー
ジ
が
あ
っ
て
も
、
木
材
の
 

コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
は
及
ば
ず
、
 

採
用
拡
大
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
 

悪
戦
苦
闘
の
末
た
ど
り
着
い
た
需
要
 

は
、
過
酷
な
腐
食
環
境
下
に
晒
さ
れ
る
 

下
水
処
理
槽
の
防
臭
蓋
、
安
全
が
最
優
 

先
さ
れ
る
鉄
道
の
枕
木
、
山
間
部
で
長
 

期
間
の
強
度
維
持
が
求
め
ら
れ
る
地
す
 

べ
り
防
止
ア
ン
カ
ー
受
圧
板
な
ど
で
あ
 

っ
た
（
写
真
1
）
。
こ
れ
ら
の
用
途
は
、
 

木
材
の
み
な
ら
ず
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
 

金
属
、
他
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
で
も
 

解
決
で
き
な
い
顧
客
の
悩
み
を
、
こ
れ
 

ま
で
に
な
い
画
期
的
な
新
素
材
と
し
て
 

解
決
し
た
こ
と
で
切
り
拓
け
た
も
の
で
、
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そ
こ
に
至
る
ま
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
市
 

場
に
精
通
し
て
い
る
社
外
の
プ
ロ
フ
エ
 

ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
協
力
が
必
須
で
あ
っ
た
。
 

製
品
が
生
き
残
り
や
す
い
の
は
、
特
殊
 

性
が
活
か
せ
る
ニ
ッ
チ
市
場
。
ニ
ッ
チ
 

市
場
を
開
拓
す
る
に
は
水
先
案
内
人
が
 

必
要
。
我
々
が
学
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。
 

四
．
公
園
分
野
で
の
展
開
 

F
F
U

の
公
園
分
野
で
の
採
用
実
績
 

は
多
く
、
「
自
然
公
園
等
施
設
技
術
指
 

針
」
（
平
成
二
五
年
環
境
省
制
定
）
に
 

も
、
軽
量
耐
食
構
造
材
（
ガ
ラ
ス
長
繊
 

維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
発
泡
体
）
の
名
 

称
で
、
長
寿
命
化
に
資
す
る
人
工
材
料
 

と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
 

主
な
用
途
は
、
歩
道
、
根
太
、
大
引
、
 

木
橋
と
い
っ
た
構
造
物
や
、
パ
ー
ゴ
ラ
、
 

案
内
板
、
ス
コ
ア
ボ
ー
ド
な
ど
と
い
っ
 

た
造
作
物
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。
用
途
 

展
開
の
項
で
触
れ
た
と
お
り
、
単
純
に
 

木
の
代
替
と
し
て
検
討
さ
れ
た
場
合
は
、
 

木
材
の
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
勝
 

て
な
い
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
交
 

換
・
維
持
管
理
費
用
も
含
め
た
ラ
イ
フ
 

サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
で
経
済
比
較
し
た
場
 

合
、
長
寿
命
で
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
コ
ス
ト
 

が
削
減
で
き
る
F
F
U

の
持
ち
味
が
活
 

か
せ
、
採
用
に
つ
な
が
る
よ
う
に
な
る
。
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例
え
ば
山
間
部
で
資
材
の
搬
入
が
難
 

し
く
、
交
換
時
に
人
力
搬
入
や
ヘ
リ
コ
 

プ
タ
ー
で
の
輸
送
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
 

ケ
ー
ス
で
は
、
交
換
頻
度
を
極
力
抑
え
 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
そ
こ
ま
 

で
極
端
な
環
境
で
な
く
て
も
、
水
没
す
 

る
用
途
や
、
海
沿
い
で
波
し
ぶ
き
を
浴
 

び
る
現
場
（
写
真
2
）
な
ど
、
通
常
の
 

木
材
で
は
短
期
間
で
の
交
換
を
余
儀
な
 

く
さ
れ
る
場
合
で
も
、
F
F
U

は
長
期
 

間
に
わ
た
り
強
度
を
保
持
す
る
た
め
、
 

建
築
物
の
安
全
性
確
保
、
維
持
管
理
費
 

用
の
低
減
に
寄
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

コ
ス
ト
バ
ラ
ン
ス
を
鑑
み
、
天
然
木
 

材
と
F
F
U
を
ハ
イ
ブ
リ
ツ
ド
で
使
用
 

す
る
事
例
も
増
え
て
い
る
。
歩
道
を
例
 

に
取
る
と
、
視
認
性
が
高
く
人
が
直
接
 写真2 海浜公園で使用されるFFU橋桁・杭 
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手
に
触
れ
る
部
位
、
床
板
や
手
す
り
は
 

安
価
で
天
然
素
材
の
風
合
い
が
活
か
せ
 

る
木
材
を
使
い
、
で
き
る
だ
け
交
換
頻
 

度
を
下
げ
た
い
構
造
材
の
部
位
、
根
太
 

（
写
真
3
）
や
大
引
、
支
柱
は
耐
久
性
の
 

高
い
F
F
U
を
使
う
と
い
っ
た
か
た
ち
で
 

あ
る
。
適
材
適
所
で
素
材
の
特
長
を
活
 

か
す
、
こ
の
よ
う
な
設
計
思
想
に
お
い
 

て
、
F
F
U
は
ま
さ
に
、
「
縁
の
下
の
力
 

持
ち
」
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
 

と
い
え
る
。
 

五
．
さ
ら
な
る
採
用
拡
大
を
 

目
指
す
「
新
素
材
」
 

約
半
世
紀
に
渡
る
F
F
U

の
歴
史
を
 

ざ
っ
と
振
り
返
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
 

F
F
U

の
知
名
度
は
未
だ
「
知
る
人
ぞ
 写真3 FFU 製根太 

知
る
」
 
の
域
を
脱
し
き
れ
て
お
ら
ず
、
 

「
こ
ん
な
新
素
材
が
あ
っ
た
の
か
」
と
 

顧
客
に
驚
か
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
 

あ
る
。
ま
た
、
メ
ー
カ
ー
の
我
々
が
思
 

い
も
よ
ら
な
か
っ
た
設
計
、
使
い
方
を
 

顧
客
か
ら
ご
提
案
い
た
だ
く
こ
と
も
 

多
々
あ
り
、
当
社
の
力
不
足
と
勉
強
の
 

必
要
性
を
痛
感
し
て
い
る
。
 

近
年
、
労
働
人
口
減
少
の
中
で
、
維
 

持
管
理
工
数
を
最
適
化
し
安
全
を
担
保
 

し
て
い
く
こ
と
が
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
 

大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
お
客
様
 

各
位
の
お
力
添
え
も
い
た
だ
き
な
が
ら
、
 

今
後
、
F
F
U

の
特
長
で
、
こ
れ
ら
の
 

社
会
課
題
を
解
決
す
る
取
り
組
み
を
、
 

さ
ら
に
広
げ
て
い
き
た
い
。
 

左

近

 
潮
二
●
さ
こ
ん
 
し
お
じ
 

積
水
化
学
工
業
株
式
会
社
 
環
境
・
ラ
イ
フ
ラ
 

イ
ン
カ
ン
パ
ニ
ー
 

機
能
材
事
業
部
 
部
長
。
 

和
歌
山
県
紀
の
川
市
出
身
。
中
小
企
業
診
断
 

士
。
F
F
U

の
営
業
、
事
業
企
画
業
務
に
長
 

年
従
事
。
 

公A
社
概
要
）
 

一
九
四
七
年
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
総
合
事
業
 

化
を
目
指
し
創
業
。
住
・
社
会
の
イ
ン
フ
ラ
 

創
造
、
ケ
ミ
カ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
 

社
会
課
題
の
解
決
を
進
め
て
い
る
。
 

29 国立公園 No.796/SEPTEMBER.202 1 


